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Summa
    Quomodo tituli paginam exhibebat Pynson?  Exhibet tituli paginam  cum solum 
litteras, cum pictura out saeptam ab ornatione.  Cum Tituli paginam complet, facit id 
“commenticie”, non “vere” qui de Worde facit id.  “Complere paginam commenticie” est 
facillimus modus complere tituli paginam.  Id Pynson introducet et eum imitabatur de 
Worde.  Gravissimus vir typographorum Pynson in Anglia super historiam tituli paginae 
est.
    Duo magni typographi, de Worde et Pynson complent tituli paginam, “complere tituli 

























　表 1-1 を見ると、ピンソンが印刷物を出したのは 1490 年のことであるが、扉を採用したのはそ
れから 4 年後の 1494 年になる。この時、彼は書名を 3 行で表示し、下部には絵（印刷者マーク）
を配した「絵付き形」（図 2-1）にしている。しかし図 2-2（stc. 11601）のような、文字だけで示




は 1500 年までだと、絵付き形が 14 件、文字書名形が 4 件なので、3 対 1 の割合である。ところ
が 1501 ～ 1519 年間になると、絵付きが 65 件であるのに対して、文字書名形は 11 件となり、6
対 1 に変化する。
　しかも表 2-2 から分かるように、1503 年までに使用された文字書名形（5 件）の内、後続版の
ない 1 件（stc. 3297、1500 年）を除くと、残りの 4 件はいずれも次に出版されると絵付き形に表
示変更していた。両表示形の使用件数の変化といい、文字書名形から絵付き形への移行といい、






　表 1-1 によると、文字書名形は 1500 年までに 4 件、その後 1503 年、1504 年そして 1508 年に
各 1 件と細々とした使われ方である。しかも 1498 年から 1503 年までの書名はいずれも図 3-1 の
ような 1 行書名ばかりである。
表 2-1：扉表示形の件数
年号 1494 95 96 97 98 99 1500 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
絵付き形 1 1 3 4 2 3 1 3 4 2 7 3 5 4 5 3 4 4 2 5 5 2 6 4 3 2 3 7 8 2 5
囲み飾り 1 1 1 1 4 5 8 11 4 5 3 3 4
文字書名 2 1 1 1 1 1 2 3 3 2 4 1 1 1 1
表 2-2：文字書名形の絵付き形への変化
文字表示形 絵付き形
Stc.     11601（1496年） →    11604（1503年）
    11609（1496年） →    11612（1502年）
    12470（1498年） →    12472（1500年）
    17728（1503年） →    17728.5（1508年）
表 3-1：絵付き形の書名の行数
年 1501 1502 1503 1504 1505 1506 1508 1509
行数
1 2 2 10 2 1 3 2
2 3 10 2 2 1 1
1 1 5 1 1
1 3 6 4
1
図 3-1 （stc. 12470, 1498 年 ）
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　それに表 3-1 によると、1501 年からの絵付き形は、毎年、複数件使用されているが、絵付き形
の書名の行数は 1504 年を除くと、多くは 1 ～ 2 行書名である。絵付き形でも書名の行数が少ない
ことが分かる。文字書名形の減少は書名の行数が少なかったためと推定できる。なお、1513 年の








　図 4-1 を見ると、文字は一定の横幅で表示されている。この状態は図 2-1 や図 2-2 を見ても分
かる。他方、縦の長さとは、横幅ほど明確ではないが、それでも図 4-1 や図 4-4 の場合、絵と文
章を合わせた長さであることがわかる。この縦横の長さは何をよりどころにしているのであろう
か。図 4-1 は扉ページであり、その本文ページが図 4-2 であるが、この両図の表示部分が一致し
ていることが分かる。扉ページも本文ページと同じ長さと幅で「版面」を作ろうとしていたので
ある。いわゆる ｢ページいっぱいの表示｣ である。とすれば図 2-2 が表示条件を満たしていない
ことは明らかである。
  その点、絵を使えば簡便に ｢ページいっぱいの表示｣ が可能であり、図 4-4 の絵（木版）はそ
の目的を十分に達成している。しかし絵（木版）がいつも ｢ページいっぱいの表示｣ をしている


















　それに対して（2）形では、図 2-1 から分かるように、3 行書名のため下部に大きな余白が残っ
たままである。しかし（2）形（「書名＋絵」の順）だと、絵の下部の余白は絵の「余韻」とみな
せるので、絵の大きさを気にする必要がない。
　おかげで表 4-1 に示したように、（2）形は絵付き形（総件数 114 件）の 9 割を占め、「絵付き
図 4-1 （stc. 23955, 1504 年 ） 図 4-3 （stc. 12380, 1505 年 ）図 4-2 （stc. 23955 の aii）













れを扉ページに適用するのは何故だろうか。ピンソンは図 2-1 で扉の上部右隅に「Pagina prima」









　16 世紀にはいると、文字書名形では ｢ページいっぱいの表示｣ 原則を守ることができないため
に、ピンソンが扉表示の基軸を絵付き形に移行し出すことは前述した通りである。しかし 1504 年




1494 95 96 97 98 99 1500 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 計
絵付き形 1 1 3 4 2 3 1 3 4 2 8 3 5 4 5 3 4 4 2 5 5 2 6 4 3 2 3 7 8 2 5 114
書名＋絵 1 2 3 2 3 1 2 4 8 3 5 4 4 3 4 4 2 5 5 6 4 3 2 3 7 8 2 5 105
絵＋書名 1 1 1 1 2 1 2 9
扉を開くピンソン（1）
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　次の文字書名形は 1508 年（図 5-2）と、少し間隔が空くことから、ピンソンは 1504 年の図柄
表示の意味を把握していたとは思えない。ところが 1508 年になると同じ逆台形を使いながら 14
行表示で 1504 年形より扉を埋め尽くす割合を増やすと、1509 年（図 5-3）にはワイングラスの図
柄表示をして縦行全部埋め尽くした。あとは横幅を埋め尽くせば、｢ページいっぱいの表示｣ は完
成するので、その方向に進むように見えた。ところが 1510 年になると、それとは逆に、3 件の文




図 5-1 （stc. 16179, 1504 年 ） 図 5-3 （stc. 13830, 1509 年 ）図 5-2 （stc. 15807, 1508 年 ）




空きがあってもそれらは「余韻」と見なせる。彼はこの事に 1508 年頃気付き、1509 年には完全
に理解すると、その結果を 1510 年さらには 1513 年に提示したのである。実質的に埋めなくても
「ページいっぱいの表示」は可能であり、わずか 3 行でも実行できることを例示したのである。書
名が行数増から行数減へと変化した陰にはこうした事情が隠されていたのである。





然そうしたわけではなかった。既に 1497 年、1506 年、1508 年に各 1 回ずつ試行している。この
3 点の囲み飾りには、図 6-1 からわかるように、「縁枠」という寄せ集めの図柄が使われた。




体として使い分けられるようになる。ローマン体は彼が 1509 年（stc. 12413）にイギリスで初め
て使用した書体であり（8）、これを主に囲み飾り専用にすることで、扉表示を新しい形で示そうと

























遅れた 1496 年から使い出す。文字書名形では ｢ページいっぱいの表示｣ が不可能なことから、こ
の表示形の採用が遅れたのではないだろうか。彼は扉を採用した 1494 年から ｢ページいっぱいの
表示｣ を意識し、書名の短さを気にしていたようにみえる。
　16 世紀にはいると、ド・ウォードは絵付き形を積極的に使用し、下記の形で表示する。























を秘めた重要な表示形であるが、彼はこれを 1504 年（図 5-1）に提示すると、1513 年にはその考


























（2） 　Moran, James.  Wynkyn de Worde; father of Fleet Street.  2nd （rev.） ed.  London, Wynkyn de Worde 
Society, 1976.  p.16.
（3） 　Duff, E. Gordon.  A Century of the English book trade.  London, The Bibliographical Society, 1948.  p.126.
（4） 　ibid.  p.127.
（5） 　髙野 彰　「白への恐怖、黒へのあこがれ―ウィンキン・ド・ウォードの標題紙―（1）　『跡見学園
女子大学文学部紀要』第41号（2008年）pp.56-7.





（8） 　Plomer, Henry R. Wynkyn de Worde & his contemporaries from the death of Caxton to 1535.  London, 
Grafton, 1925.  p.138.
（9） 　「incipiunt」はラテン語の「incipio」の三人称複数形である。
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